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広島大学学生自治会

「８・６暴処法弾圧」粉砕！

１０・８　第１回
「公判前整理手続き」
　　　　　　　　　　　弾劾行動

↑昼：東広島キャンパスで、広島大学のテ

ルアビブ大との提携と不当処分に抗議して

集会＆申し入れ。

←夕：広島市内繁華街をパレスチナの旗掲

げデモ。「虐殺やめろ」「虐殺支える石破を

倒そう」のコールを響かせた。

↑警察の妨害をはねのけ、無

実の５人が乗る護送車に詰め

寄り間近で激励

←軍事法廷を弾劾し裁判所前

でシュプレヒコール
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パレスチナ蜂起１周年

１０・７広島反戦デモ



★イスラエルによるパレスチナへの虐
殺やめろ！
★昨年１０月７日のパレスチナ人民の
蜂起を断固支持し連帯し、虐殺に加担
する帝国主義政府＝石破新政権を倒そ
う！
　１年間で２２万人以上の命を奪っている虐殺を絶対に

許せない！　この思いを新たに、広島を含む全国での統

一行動として１０月７日、パレスチナ連帯行動が闘われ

ました。

　岸田から石破に代わっても、日本帝国主義・自民党政

権はアメリカや G７と共にイスラエルの虐殺行為を「自

衛権の行使」と呼び支持しています。アメリカ帝国主義

は２０００ポンド爆弾やバンカーバスターなどの大量殺

戮兵器をイスラエルに送り続け、１３日の発表ではつい

に THAAD とその運用部隊（米兵）をイスラエルに送り

始めました。

　「虐殺続ける帝国主義を実力で打倒してくれ！」これが

１０・７蜂起でパレスチナ人民が私たち全世界の民衆に

訴えたことです。「イスラエルの虐殺が一番許せないが

１０・７蜂起も許されないテロだ」というような見解に

流されてしまうことは、帝国主義の

打倒を否定すること、帝国主義に与

することです。１０・７蜂起を蜂起

としてとらえ連帯し、帝国主義を打

倒する日本の大デモで応えよう！　

１１・３全国労働者総決起集会に集

まり石破を打倒しよう！

★戦時下の反戦運動弾圧
「８・６暴処法弾圧」粉砕！
密室裁判を許さない
★無実の５人を釈放しろ
　逮捕・起訴から７カ月の１０月８

日、ついに５人の裁判が始まりましたが、とんでもない

裁判になりました！　公判（裁判）ではなく非公開の「公

判前整理手続き」と称して、２回に分けて合計で４０人

もの検察側証人の証人尋問を行おうというのです。しか

もその「証人」は全員、でっち上げの主体である警察官！！

　そもそもが戦前の弾圧法「暴力行為等処罰法」による

立件でありでっち上げ内容（「市の職員に集団暴行」＝５

人がやってないこと）自体が通常罰せないもので、しか

も警察が逮捕し警察自身が「こいつがやった」と言うこ

とで裁判所を完全に丸め込み有罪にする。これは独裁国

家の軍事法廷と呼ぶ以外にどう弾劾すればいいのでしょ

うか？

　被告の家族や職場同僚はじめ関西や東京などからもか

けつけ７０人が裁判所前に結集し、「手続き」に出廷する

５被告本人たちを直接激励しました。護送車につめよっ

ての激励（オモテ写真）のみならず、裁判所庁舎内「手

続き」会場の法廷前廊下でのシュプレヒコールも行い５

人に声を届けました。被告家族を先頭にした「密室裁判

許さない」の怒りで、警察・裁判所一体となった帝国主

義国家の弾圧機構の ”秩序 ” を蹂躙し抜きました。

　５人を必ず奪還し、５人を１１・３大デモの隊列に加

え共に闘おう！

首都圏の全学連の部隊は１０月７日、

東京のイスラエル大使館前に突撃し抗

議行動。大使館を守り虐殺を支える警

察を弾劾し、柵の後ろに追いやった。

「前進チャンネル」より

・10/17  18:15~　８・６ヒロシマ闘争勝利！広島大学報告集会　＠総 K208（別ビラ参照）

・10/21~26　「キーン・ソード２５」反対諸闘争（10/26 は岩国基地抗議行動）（別ビラ参照）

・10/27  14:00~　広島反戦女性集会　＠広島平和記念資料館会議室２

・10/30  12:00~　第２回「公判前整理手続き」弾劾行動　＠広島地方裁判所

☆☆　11/3  12:00~　１１・３全国労働者総決起集会＆デモ　＠東京・日比谷野外音楽堂　☆☆


